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１． 研究目的

 これまで，筆者が最も根本に抱いてきた疑問は、

保育の遊び場面において「リスク」をどの様にマ

ネジメントしていく必要があるのかと言うことで

ある．というのも，保育では子どもを預かってい

る保育者が子どもの命を守ることは無論重要であ

る一方で，子どもの自由で挑戦的な遊びを尊重し

子どもの育ちを保障して行くことが求められる．

したがって，それらを両立させる方法を明らかに

する必要がある．

 しかし，保育におけるリスクマネジメントの選

考研究において子どもの命を守ることと，子ども

の遊びを尊重することは必ずしも両立させて語ら

れていない．それは様々な分野から保育のリスク

ネジメントについて研究が行われていることが影

響していると考えられる．具体的には，医学，工

学，安全学の側面から大人が子どもの傷害を予防

することに重点をおいた研究（西田・山中，2019
他）がある一方で，保育や教育，遊びの権利，子

どもの発育・発達の側面から遊びの価値の重要性

を訴え子どもが自ら「危険性」を回避する力の

存在に重点をおいた研究群(大坪ら，2011 他)があ

る．これらは，それぞれの分野からその重要性が

示されるにとどまっている．その結果，認識が共

有されておらず，“保育の遊び場面における「危険

性」とは何か”捉えられない状態を引き起こしてい

る．そこで板東(2021)は，保育の遊び場面に適した

「リスク」の概念を生成するために，これまでの

概念を整理した上で新たに「リスク」の概念を再

定義した．保育者が「リスク」を見極める観点を

明らかにすることを試みた．

 保育施設において，保育者が「リスク」を見極

めることは言うまでもなく重要な専門性である．

だが同時に保育者にとって，子どもが自ら「リス

ク」を回避することができる能力を育てることも

また専門性であろう．というのも，常に保育者が

「リスク」を取り除くことは，時に子どもの遊び

を制限すること，また子どもが自ら考える機会を

阻害すると考えられるからである．だからこそ，

保育者は「リスク」を把握し取り除くと同時に，

子どもが自ら「リスク」を回避することが出来る

ような援助を行なっているのである．しかし，子

どもが自ら「リスク」を回避するために必要な能

力とは何か定義が明確ではなく，その重要性は必

ずしも認識されていない．そこで本研究では「危

険回避能力」つまり子どもが「リスク」を回避す

る能力には，どの様な能力の発達が必要であるの

か明らかにするために，まずはどの様な能力によ

って「危険回避能力」を構成する仮説を生成する

ことを目的とする．

２． 研究実施内容

現時点での「危険回避能力」を構成する仮説の

内容について述べる．まずは，板東(2021)に示され

ている「リスク」を表す要素を基に「危険性回避

能力」を構成する指標を仮説的に作成した（図１）． 
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図１．「危険回避能力」指標の仮説注 1) 
 
図 1 に示された項目がなぜ「リスク」を回避す

る能力を構成していると考えられるのか，その根

拠となる理論を探りながら「リスク」を回避する

能力として含められるかどうかを精査していく． 
まず子どもの遊びの多くは物を介して繰り広げ

られることから，対象物をどの様に知覚している

のかという点が必要であると仮定した．     
Gibson(1997)の提唱する「アフォーダンス理論」

では物の知覚について，物は人間にどうするべき

か教える，つまり物は使用されることを要求する

とされている．また佐々木(2008)は「人間の子ども

の周りにはいろいろなものがあり，それは持てそ

うだ，移動することができそうだという情報が与

えられている．そうしたアフォーダンスがあるこ

とが，子どもが遊び始める最初の条件なのかもし

れない」と述べている．これは例えると，0 歳児

の子どもが室内用の滑り台を使用して遊ぶ場面で

想定してみると，滑り台の要求を受け取った子ど

もたちが，滑り台を見て登りたくなる何かを転が

したくなるという欲求が出現することが考えられ

る． 
同時に，アフォーダンスは入手可能な情報が不

十分であることや，情報が十分に受け取られてい

ないといった原因で，誤った認識となる可能性を

示している．Gibson（1977）は具体例として，流

砂は硬い土壌と間違えられ，酸は飲用に適した液

体と間違えられることを挙げている．それは例え

ば，0 歳児の子どもが室内用滑り台を使用してい

る事例で例えると，滑り台の側面にも滑り台の面

が続いていると誤解し，滑り台の面が無い場所に

手や足をつく可能性等が挙げられる． 
 Millar(1998)はポジティブとネガティブ両方のア

フォーダンスに選択が含まれることが特徴を挙げ

「肯定的なアフォーダンスは実現することができ

ないこともあり、知覚される危険を回避するか、

正面から向き合うことができる。」としている． 
ここから「アフォーダンス」にはポジティブとネ

ガティヴの両面があり，人が対象物を知覚し危険

か否か判断する選択肢が存在するとされていると

捉えることが出来る．具体的には，子どもたちの

“入れてみたい” “入ってみたい”他にも“引っ張っ

てみたい”“押してみたい”等の欲求と同時に「リス

ク」を知覚する両面が存在すると考えられる．す

なわち子どもたちは「アフォーダンス」を認識す

ることが可能になることで、対象物との間で物が

持つ魅力と「リスク」を両方察知し選択を行って

おり，傷害を負う「危険性」を回避することが出

来るのではないか． 
 次に対象物の構造を認識するという点である．

遊びの中で「危険性」を回避するためには例えば

滑り台の傾斜や高さ等の，知覚した対象物の構造

を認識することが必要であると考えられる．ピア

ジェの理論では対象物の構造認識について，子ど

もは回転や移動を伴う対象物を各段階の中で試行

錯誤しシェマを仕上げているとされている（ピア

ジェ,1980）．そうして子どもは試行錯誤し一般化

をすることや同化によって新しい要素を統合し，

また調節を行うことで対象物を認識し構造や状態

を理解していると言う．つまり，子どもたちにと

って対象物との関わりを繰り返す中で対象物の構

造を理解していると考える．対象物の構造理解が

可能になることで，対象物高さ，形状や傾斜，素

材を認識した上で使用し，対象物への関わり方や

扱い方を習得することで「危険性」を予め認識す

ることにつながるのではないかと考える． 
 続いてこうして知覚・認識した滑り台を登り降

りするために，どの様な力加減でどの様な速さで

手足を動かす必要があるのか調整しながら身体を

動かす身体操作・調節という点である．それには

小脳・大脳基底核の役割が関係していると考えら

れている．思った様に身体を動かす“随意運動”の
ためには一次運動野から脊髄を通って動きに必要

な筋肉を担当する脊髄分節に至る経路で，随意運

動の出力を担い，この経路だけでも“動き”を生じ

させることはできるが，これだけでは非常に雑な

“動き”とされている．この“動き”をより洗練させ

るために必要な脳領域が小脳と大脳基底核だと考

えられていると言う．つまり子どもたちが思うよ

うに身体を動かすためにはこうした脳内における
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機能が発達している必要があると捉えられる．中

でも小脳には動作を正確に行うためのしくみが備

わっており，さらに運動指令と実際の軌道のずれ

を修正するしくみを持っているとされている．間

違いや望まない動きがあったときに小脳の登上線

維が運動司令と実際の軌道のずれ（誤差信号）を

正すように平行線維シナプスに伝えてシナプス伝

達が通りにくいものとしていくことで“学習”する

と言う．すなわち，動きを繰り返し経験すること

で小脳において動きが“学習”されより正確に自分

が思ったように動くことが可能になるのであろう．

すると，子ども自身が探索的に身体を動かす経験

を積むことで身体操作を調整して動きを記憶し，

より子ども自身が思う自然な動作をこなすことが

可能になるのではないかと考えられる． 
 ここまで対象物との関わりを繰り返し試行錯誤

する重要性が見出されたが、子どもが探索的に遊

ぶことには少なからず常に「リスク」が伴うと言

えるであろう．近年、重大事故の発生に伴い保育

施設における事故予防に関する研究は多く示さ

れてきた（掛札,2020 田中,2019 他）． 
一方で「リスク」を伴った遊び経験の重要性に

ついて指摘する研究がある．Brussoni(2012)は公衆

衛生の分野から，新たな研究は子どもの屋外での

危険な遊びにあまりにも多くの制限を課すこと

は彼らの発達を妨げる可能性があることを示唆

していると指摘している．また Sandseter(2007）
は「リスク」を伴う遊びである高さ・速度・危険

な道具・危険な要素の近く（例えば何かに落ち

る）・転倒する様な遊び・迷路の様な場所で遊ぶこ

とを分類した「risky play」の重要性を指摘してお

り，これらの研究では「リスク」を伴う遊び経験

が子どもの健康・幸福・他者への理解・リスクマ

ネジメント戦略の獲得に影響を与えることを示し

ている．ここでの「リスク」を伴う遊び，つまり

挑戦的な遊びを経験することがむしろ子どもたち

の「危険性」を回避する能力の発達に重要である

と考えられる． 
また対象物を介した視点に加えて，他者の存在

および周囲への意識を持つことが必要になるので

はないかと考える．模倣は，他者の存在を意識し

動きをみて真似ることが出来る能力が重要である

と考えた．例えば，他児が滑り台に登っている姿

や降りている姿を見ることができ，そして真似し

て自らも同じ動きをすることの出来る能力が獲得

されることで，スムーズな登り方や降り方を獲得

することにつながると考えられる． 
次に，遊びの中で他児が持つイメージを把握す

ることである複数人にて同じ空間で遊んでいる際

他児が持っているイメージを理解せずに遊びに入

る子どもがいることで遊びの展開が遮られ「リス

ク」を上げる要因となる可能性がある． 
また，落下物など周囲の状況を把握することも

必要であると考えられる．例えば，室内用滑り台

の下に玩具等が床と滑り台の間にはさまっていて

滑り台が不安定になっていた場合，玩具が挟まっ

ていることに気がついて取り除くこと等，周囲の

状況について意識がのぼることも重要な能力とし

て考えられるからである． 
こうした，対象物を介した認識と，他者や周囲

への意識というのは二項関係から三項関係の発達

を表していると考えている（図 2）． 

図 2．各研究の関連  
 
３． まとめと今後の課題 
 本論では，分野をこえて先行研究を収集するこ

とで，「危険回避能力」を構成する仮説を生成する

ことを試みた．また，現段階の仮説に該当する能

力の関連を整理した．そうすることで，多角的な

視点から子どもが「リスク」を回避していくため

に必要な能力を検討することが可能となった．  
 だが，周囲の状況変化を察知する能力の関連を

裏付ける根拠となる文献については，十分に収集

出来ていない．したがって早急な文献収集と整理

が求められる．そして，本論において列挙した能

力を示す先行研究は，様々な研究立場が混在して

いる．そのため，各先行研究における研究立場を

踏まえて，本研究の研究立場をどこに位置づける

のか検討を行う必要がある． 
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注記 
注 1) 板東(2021)を基に作成． 
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